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令和８年３月2６日

桑名市



～ AIとつくる校歌の完成について～

『多度学園』日本
初!!
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AIを活用した校歌作成のねらい

・校歌作成にあたっても「校名」「校章」のように、 「地域の思い」「主役となる

どもたち自身の思い」などを何とか校歌作成に込められないものか。

・「特定の人に依頼する」 「楽曲業者に発注する」 「広く一般公募する」など、
様々な校歌作成の手法があるが、今までにない新たな手法で、新しい学校に
ふさわしいものは何か・・・模索していた。

国立研究開発法人 理化学研究所 革新知能総合研究センターと
iU 情報経営イノベーション専門職大学との共同研究

「超校歌～AIがつくるみんなの校歌～」プロジェクト
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生成AIを活用した校歌作成



経 緯

R5.10 「多度学園」校歌作成に関する連携協定締結

・国立研究開発法人理化学研究所
  革新知能総合研究センター(東京都)

・学校法人電子学園 (東京都)
iU情報経営イノベーション専門職大学
B Lab

・桑名市

R5.10 開校準備委員会（地元自治会、保護者、教職員の代表者等で構成）

における校歌企画会議 歌詞案５案を作成

R5.11 開校準備委員会 歌詞案５案→１案に決定

R6.11 理研生成AIを活用した作曲授業(135名参加)

※参加者：多度地区4小学校・1中の子どもたち、開校準備委員会委員

・授業は４回行われ、各回１０グループに分かれ、グループ毎に作曲作業

・校歌が10曲×４回 ４０曲 出来上がる

 (人の手による音楽的観点からの修正を経て・・)

R8.  3    校歌完成 4
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作詞の様子
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完成した校歌(歌詞)

♪♪♪ 多度(たど)学園(がくえん) 校歌(こうか) 歌詞(かし) ♪♪♪
作 詞 多度のみなさんと超校歌プロジェクト
作 曲 多度の小中学生と超校歌プロジェクト

１ 多度の流れは 清らかに
 澄んだ心に 夢のせて
 ああ我らは誓う 幸せ創る架け橋に
 優しい心を 育みて
 かがやく笑顔 多度学園

２ 多度の緑に 抱かれて
 学びの坂を かけあがり
 ああ我らは誓う 明日をつなぐ架け橋に
 互いのおもいを 尊びて
 豊かに学ぶ 多度学園

３ 多度の大空 果てしなく
 高まる希望 追い求め
 ああ我らは誓う 世界に広がる架け橋に
 伸びる力を 磨き合い
 広がる未来 多度学園
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作曲の様子



「くわなっ子ラーケーションの日」の
導入について
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〇令和８年度より、市立小・中学校、義務教育学校に、
年間３日のラーケーション制度を導入します。



ラーケーション制度について

導入自治体

令和５年 愛知県が全国初の導入

以降、都道府県単位では 茨城県、山口県などが導入

市町村単位では 大分県別府市、栃木県日光市、沖縄県座間味村 など

三重県内の事例 志摩市「しま・家族と過ごす学びの休日」（R7.９より）

「ラーニング（学び）」と「バケーション（休暇）」を組み合わせた造語
で、平日に保護者と共に校外活動を行うことで、子どもが学校を 
欠席扱いにならずに休める制度。

⚫ いずれも、年間３～５日を、体験活動等のために取得可能。
⚫ 学校における公簿上の扱いは「出席停止・忌引等」
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第９条 
市は、こどもの権利を保障するため、保護者に対し、
それぞれの家庭等の状況に応じた適切な養育ができ
るよう支援に努めます。

桑名市子どもの権利条例

促進要因

「３人に１人が土・日に勤務（総務省調査等）」等、
働き方が多様化する中、家族で過ごす時間
の創出に寄与
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○市内統一の欠席
連絡システム
「tetoru」から、
通常の欠席連絡と
同様に申請。

名称 「くわなっ子ラーケーションの日」

桑名市の制度設計

〇「家族と過ごす」ことを重視
• 導入自治体に多く見られる「体験的活動」等の内容の縛りは設けず、
「家族と過ごす」を唯一の条件とする。

• 実施前の計画書や実施後の報告書の提出は求めない。

〇制度による事務負担増を抑制
• 保護者は既存の欠席連絡システムで申請、学
校も既存のシステム登録の手続きで完結する。

• ラーケーション取得による学習の特別な補
習・給食費の返還は行わない。

〇「年間3日」を自由に取得
• 年間3日の範囲であれば、「連続で取得」「１日ず
つ取得」のいずれも可（最小単位は1日）とする。

• 「取得できない日」は原則設けない。
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保護者への周知

⚫ 自治体一斉連絡システムで保護者へ周知
⚫ 桑名市HP等でも公開

令和８年度から
制度開始
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次なる学校整備に向けた重点地域
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桑名市初となる施設一体型義務教育学校 『多度学園』
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桑名市立小中学校再編計画

桑名市立小中学校再編計画が

学校の将来構想である

令和8年3月10日に

策定されました
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桑名市立小中学校再編計画

新しい学校配置案

学区割構成

橙

精義小学校

益世小学校

修徳小学校

大成小学校

深谷小学校

大和小学校

上記小学校区の生徒

黄色

日進小学校

立教小学校

城東小学校

城南小学校

上記小学校区の生徒

緑

桑部小学校

在良小学校

七和小学校

久米小学校

上記小学校区の生徒

学区割構成

水色

大山田東小学校

大山田南小学校

藤が丘小学校

上記小学校区の生徒

青

大山田北小学校

大山田西小学校

星見ヶ丘小学校

上記小学校区の生徒

紫

長島北部小学校

長島中部小学校

伊曽島小学校

上記小学校区の生徒
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再編計画の実施イメージ（現況）

教
育
委
員
会
よ
り
公
表
済
み

小中一貫校1校完成に

6年～10年を想定
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再編計画の実施イメージ（STEP１の実施）

重点地域

客観的視点

再編のあり方や
再編実施を判断

STEP１

STEP2（今後の展開）

子ども・保護者・PTA・地域等と
の共通理解のため

具体的な
再編の協議を実施

各地区との
対話の実施

各地区の状況分析
・児童生徒数 ・分散進学の解消
・施設老朽化 ・各地区個別事情
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教育を取り巻く諸課題

本課題は早急に解決する必要がある。

学
校
施
設
の
老
朽
化

児
童
生
徒
数
減
少
に
よ
る

 

学
校
の
小
規
模
化

小
中
一
貫
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実

分
散
進
学
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再編の協議を進める重点地域

以下２つの地域を
重点地域として位置づけ、
今後、学校再編実施に向けて
地域との協議をスタートさせる

構成する小学校の

児童数（単学級・複式

学級発生校数）

学校の老朽化

（築年数）

分散進学対象校数

用地確保の容易さ
（スピード感）

市として
総合的に
判断
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